
・  H23～25 年度はディスカッション中心の【準備・検討期】、H26～28

年度は具体的なアクションを通じて様々な試行実験等を行う【実践・

展開期】、H29 年度以降は、地域主体のまちづくりの自立的な活動体

「仮）洋光台まちの事務局」の始動を目指し、これまで行政・URが担っ

てきたルネッサンス in 洋光台の事務局機能の移譲を図る。

・「仮）洋光台まちの事務局」の担い手は、これまで洋光台の地域自治

を担ってきたまち協、CCラボからの人材、各自治町内会・PTA・社

福協等からの人材 (←未来WS）及び企業からの人材の参画と連携強

化による組織体制づくりをイメージ。

・H29 年度以降の本格始動を目指し、H27～28 年度はその準備期間。

・CCラボは、H28 年以降の自立を目指し、H27 年度に体制づくりを行

う。将来的には「仮）洋光台まちの事務局」との合流も検討する。
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H29 年度以降の推進体制イメージ
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